
保育内容(環境)
Childcare Contents (Environment)330322059 伊藤久美子 専門 2 必修 2後期

科目の概要
　DP②、③に記載している現代のこどもの生活問題に対する認識と現実の保育および教育現場での課題に対する見識を深め、専門的な知識と技能を身に付けます。現代の子育て問題や教育再生、地
域再生について理解し、 自立した社会人として常に自己研鑽に取り組むとともに、自らの可能性を高めて社会に貢献しようとする姿勢を持つ保育者の育成を目指します。
また、こどもの生活学科のDP「人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材育成」を受け、幼稚園で幼稚園教諭として6年勤めた経験を活かし、保育内容「環境」に関する保育のねら
い及び内容の理解、具体的な場面指導や子ども理解に関する講義・演習を行います。
保育所保育指針等に示されている領域「環境」のねらい及び内容の発達別理解及び保育者の援助について理解を深めます。また保育の環境構成の視点から、子どもの生活の質向上、安全に貢献する
知識を修得し、身につけた専門知識を活かして主体的に保育、子どもを取り巻く「環境」について考察し、専門性を身につけます。

学修内容 到達目標

① 「環境」という言葉をキーワードに保育者として必要
な基礎知識、実践方法を様々な視点から理解する。
② 「体験」「調べる」「考える」ことを通して、素材や
遊びについて知る。

① 保育をより豊かなものにするための環境の構成や、
様々な環境を活かした保育の実践方法を理解することがで
きる。
② 素材や遊びを教材化し、具体的に「指導計画」を作成
することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 領域「環境」とはどのような「ねらい」及び「内容」があるのか、教科書を使って自己学
修することができる。

働きかけ力

実行力

自分の意見を他者に対して積極的に語りかけ、対話をしていくことができる。

課題に対し積極的な自主学修をし、計画的に完成させることができる。

考え抜
く力

課題発見力 模擬保育等の発表を通して、省察し自己課題を見出していく謙虚な姿勢を持つことができ
る。

計画力

創造力

課題等に計画的に取り組み、余裕をもって完成させることができる。

乳幼児が楽しめる環境構成、遊びを考案、実践することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業中に他者が理解しやすいように、自分の意見を整理しながら述べることができる。

他者の意見を受け止め、自分の意見との共通点、相違点を肯定的に受け止めることができ
る。

グループワーク等において、他者の言動を受け止め、他者を援助していくことができる。

グループワーク等において、自分の役割を判断し、的確な言動ができる。

無断欠席することなく授業に臨むことができる。課題等の期限を守って提出することがで
きる。

発表等苦手なことに対しても、準備をしっかりと行ってあきらめずに臨むことができる。
感情的に意見が対立した場合も、冷静に話し合いができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：「コンパス保育内容環境」建帛社（編著）高橋貴志他
参考文献：「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育指針解説」

他科目との関連、資格との関連

保育内容「環境」（330322059）は、学科専門科目の幼・保領域「保育の内容・方法に関する科目」に位置付けられ、
こどもと環境、保育内容総論の基礎となる科目である。
また保育内容「環境」は、保育士資格、幼稚園教諭一種免許状に必要な科目である。

学修上の助言 受講生とのルール

自分や子どもの周りにあるもの、身近な生活に常に興味、
関心をもつこと。

・調べ学習、発表、グループワーク等、アクティブラーニング
（AL）形式での授業に意欲を持って参加すること。
・保育者を目指す学生として相応しい服装、態度、言葉遣いで授業
に臨むこと。
・課題等は期限を守って提出すること。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

・子どもの生活をより豊かなものにするための環境を、具
体例を通して理解し、模擬保育等の発表を通して、自分な
りに考えて保育実践することができる。
・子どもの発達、興味関心にあった素材や遊びを教材化
し、具体的に「指導計画」を作成することができる。

・子どもの生活をより豊かなものにするための環境を、具
体例を通して理解し、模擬保育等の発表を通して、実践す
ることができる。
・子どもの発達、興味関心にあった素材や遊びを教材化
し、「指導計画」を作成することができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

50

・領域「環境」のねらいと内容を理解している。
・子どもの生活をより豊かにする環境について説明できる。
・子どもの生活をより豊かにする環境についての事例を読み取れ
る。
・保育の環境としての教材の特徴について説明できる。
・教材を活用した保育の指導計画を作成することができる。

② ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

小テスト

① ✓

30

・模擬保育の指導計画を作成し、保育のねらい、内容、環境構成、
予想される子どもの姿、保育者の援助、振り返りができること。
・発表に関するレポートが書ける。② ✓

レポート

① ✓

10

・領域「環境」に関する模擬保育の準備、グループ発表を通して、
保育のねらい、内容、保育者の援助を理解、実践することができる
こと。② ✓成果発表（プ

レゼンテー
ション・作品

制作等）

① ✓

10

＜PCRシート＞
（主体性）「環境」とはどのような「ねらい」や「内容」があるのか、教科書を使って自己学修することができること。
（働きかけ力）自分の意見を他者に対して積極的に語りかけ、対話をしていくことができること。
（実行力）課題に対し積極的な自主学修をし、計画的に完成させることができること。
（課題発見力）模擬保育等の発表を通して、省察し自己課題を見出していく謙虚な姿勢を持つことができること。
（計画力）課題等に計画的に取り組み、提出期限を守ることができること。
（創造力）乳幼児が楽しめる環境構成、遊びを考案、実践することができること。
（発信力）授業中に他者が理解しやすいように、自分の意見を整理しながら述べることができること。
（傾聴力）他者の意見を受け止め、自分の意見との共通点、相違点を肯定的に受け止めることができること。
（柔軟性）グループ討論等において、他者の言動を受け止め、他者を援助していくことができること。
（状況把握力）グループ討論等において、自分の役割を判断し、的確な言動ができること。
（規律性）無断欠席することなく授業に臨むことができる。課題等の期限を守って提出することができること。
（ストレスコントロール力）発表等苦手なことに対しても、準備をしっかりと行ってあきらめずに臨むことができること。
意見が対立した場合も、冷静に話し合いができること。

② ✓

社会人基礎力
（学修態度）



・子どもの生活をより豊かなものにするための環境を、具
体例を通して理解し、模擬保育等の発表を通して、実践す
ることができる。
・子どもの発達、興味関心にあった素材や遊びを教材化
し、「指導計画」を作成することができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

「オリエンテーショ
ン」
・授業方法の説明
・領域「環境」の概要

講義
グループワーク（AL）
google classroomによ
る質問の受付

・授業方法について理
解することができる。
・領域「環境」の概要
について理解すること
ができる。

予習：教科書第1章
「保育内容環境」を読
んで概要を理解する。
復習：領域「環境」の
概要について要点をま
とめる。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性

2

「子どもの発達と保育
の環境」
・乳児の保育環境につ
いて
・幼児の保育環境につ
いて

演習
グループワーク（AL）

・乳児の保育環境、幼
児の保育環境について
理解することができ
る。
・乳児と幼児の環境構
成の共通点と違いにつ
いて理解することがで
きる。

予習：教科書第2章
「園内の環境と保育」
を読んで概要を理解す
る。
復習：領域「環境」の
概要について要点をま
とめる。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性

3

「園庭の環境と保育」
・場所・空間の環境構
成について
・遊具の環境構成につ
いて
・自然物等の環境構成
について

演習
グループワーク（AL）

・場所・空間の環境構
成について理解するこ
とができる。
・遊具の環境構成につ
いて理解することがで
きる。
・自然物等の環境構成
について理解すること
ができる。

予習：教科書第3章
「園庭の環境と保育」
を読んで概要を理解す
る。
復習：園庭の保育環境
の留意点について要点
をまとめる。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性

4

「自然環境と保育」
・子どもを取り巻く自
然環境について
・自然環境を取り入れ
た保育実践について

演習
グループワーク（AL）

・子どもを取り巻く自
然環境について理解す
ることができる。
・自然環境を取り入れ
た保育実践について理
解することができる。

予習：教科書第4章
「自然環境と保育」を
読んで概要を理解す
る。
復習：園庭の自然環境
の留意点について要点
をまとめる。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性

5

「社会環境と保育」
・地域環境を活かした
保育実践について
・様々な文化を取り入
れた保育実践について

演習
グループワーク（AL）

・地域環境を活かした
保育実践について理解
することができる。
・様々な文化を取り入
れた保育実践について
理解することができ
る。

予習：教科書第5章
「社会環境と保育」を
読んで概要を理解す
る。
復習：地域環境を活か
した保育実践の留意点
について要点をまとめ
る。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性

6

「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿と保
育の環境」
・文字、数、図形に関
する興味関心を育てる
保育環境について。

演習
グループワーク（AL）

・文字、数、図形に関
する興味関心を育てる
保育環境について理解
することができる。

予習：教科書第6章「文
字・数・図形への興味・
関心と保育内容環境」を
読んで概要を理解する。
復習：文字、数、図形に
関する興味関心を育てる
保育環境の留意点につい
て要点をまとめる）。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性

7

「小学校との連携と保
育内容「環境」」
・幼保連携と保育の環
境、保育者の関りにつ
いて

演習
グループワーク（AL）

・幼保連携と保育の環
境、保育者の関りにつ
いて理解することがで
きる。

予習：教科書第7章
「小学校教育との連携
と保育内容環境」を読
んで概要を理解する。
復習：小学校との連携
と保育環境の留意点に
ついて要点をまとめ
る。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

「子育て支援と保育内
容「環境」」
・子育て支援の社会的
ニーズについて
・子育て支援に関する
保育の「環境」事例検
討について

演習
グループワーク（AL）

・子育て支援の社会的
ニーズについて理解す
ることができる。
・子育て支援に関する
保育の「環境」事例検
討について理解するこ
とができる。

予習：教科書第8章
「子育て支援と保育内
容環境」を読んで概要
を理解する。
復習：子育て支援の社
会的ニーズについて要
点をまとめる。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

「子どもの育ちを支え
る保育の環境構成①」
・発表方法について
・発表テーマ（わらべ
うた・自然環境・文
字、数字、図形・身近
な植物を取り入れた保
育）を決める。

演習
グループ発表
グループワーク（AL）

・発表方法について理
解することができる。
・自分の発表テーマ
（わらべうた・自然環
境・文字、数字、図
形・身近な植物を取り
入れた保育）を決める
ことができる。

予習：子どもの育ちを
支える保育環境につい
て調べる。
復習：自分の発表テー
マ（わらべうた・自然
環境・文字、数字、図
形・身近な植物を取り
入れた保育）の概要を
まとめる。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

10

「子どもの育ちを支える
保育の環境構成②」
・発表テーマ（わらべう
た・自然環境・文字、数
字、図形・身近な植物を
取り入れた保育）ごとに
発表準備をする。
・必要な資料をまとめ、
わかりやすくまとめる。

演習
グループ発表
グループワーク（AL）

・発表テーマ（わらべ
うた・自然環境・文
字、数字、図形・身近
な植物を取り入れた保
育）ごとに発表準備を
することができる。
・必要な資料をまと
め、わかりやすくまと
めることができる。

予習：発表テーマ（わらべ
うた・自然環境・文字、数
字、図形・身近な植物を取
り入れた保育）に関する資
料を調べる。
復習：発表準備（わらべう
た・自然環境・文字、数
字、図形・身近な植物を取
り入れた保育）をする。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

11

「子どもの育ちを支え
る保育の環境構成③」
・わらべ歌を取り入れ
た模擬保育

演習
グループ発表
グループワーク（AL）

・わらべ歌を取り入れ
た保育実践について理
解することができる。

予習：発表準備、練
習。
復習：わらべ歌を取り
入れた保育実践の留意
点についてまとめる 180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

12

「子どもの育ちを支え
る保育の環境構成④」
・自然環境を取り入れ
た模擬保育

演習
グループ発表
グループワーク（AL）

・自然環境を取り入れ
た保育実践について理
解することができる。

予習：発表準備、練
習。
復習：自然環境を取り
入れた保育実践の留意
点についてまとめる。 180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

13

「子どもの育ちを支え
る保育の環境構成⑤」
・文字、数字、図形を
取り入れた模擬保育

演習
グループ発表
グループワーク（AL）

・文字、数字、図形を
取り入れた保育実践に
ついて理解することが
できる。

予習：発表準備、練
習。
復習：文字、数字、図
形を取り入れた保育実
践の留意点についてま
とめる。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

14

「子どもの育ちを支え
る保育の環境構成⑥」
・身近な動植物を取り
入れた模擬保育

演習
グループ発表
グループワーク（AL）

・身近な動植物を取り
入れた保育実践につい
て理解することができ
る。

予習：発表準備、練
習。
復習：身近な動植物を
取り入れた保育実践の
留意点についてまとめ
る。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

「まとめ」
・身近な環境を活かし
た魅力ある保育につい
て

演習
グループワーク（AL）
google classroomによ
る課題の提出

・身近な環境を活かし
た魅力ある保育につい
て理解することができ
る。

予習：領域「環境」の
ねらいを読んで復習す
る。
復習：身近な環境を活
かした魅力ある保育に
ついて要点をまとめ
る。

180

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
柔軟性
規律性


